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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 4,369 24.9 883 169.3 868 183.1 582 202.7

2021年３月期第２四半期 3,498 8.7 327 268.8 306 362.2 192 516.5
(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 582百万円( 202.7％) 2021年３月期第２四半期 192百万円( 516.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 65.79 64.58

2021年３月期第２四半期 21.86 21.42
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 8,190 1,747 21.3

2021年３月期 8,154 1,205 14.8
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 1,747百万円 2021年３月期 1,205百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 5.00 5.00

2022年３月期 － 15.00

2022年３月期(予想) － 15.00 30.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 18.4 1,660 75.9 1,630 78.9 1,060 91.8 119.42
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 8,896,800株 2021年３月期 8,839,200株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 101株 2021年３月期 60株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 8,855,105株 2021年３月期２Ｑ 8,804,073株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
（四半期決算補足説明資料の入手方法について）
決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止策やワクチン接種の促

進等により立ち直りの兆しが見られるなど、景気回復への期待感が高まりつつあります。一方で、引き続き、感染

の動向が内外経済に与える影響や、金融資本市場の変動等に十分な注意が必要な状況にあります。

当社を取り巻く賃貸不動産業界におきましては、コロナ禍においても入居需要は底堅く、加えてオフィスやテナ

ント等、事業用物件に対する賃料保証のニーズが増加傾向にあります。

このような環境の下、当社グループは、顧客（不動産会社、賃貸人、賃借人）に寄り添った丁寧な対応を徹底し、

与信審査及び債権管理業務の強化を図るとともに、業務効率化に取り組んでまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,369,552千円（前年同期比24.9％増）、営業利益は

883,360千円（前年同期比169.3％増）、経常利益は868,281千円（前年同期比183.1％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は582,574千円（前年同期比202.7％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

　（保証関連事業）

主力事業である住居用賃料保証については、新規出店や協業による営業ネットワークの拡充、顧客ニーズに対

応した商品ラインナップ強化により堅調に推移いたしました。また、コロナ禍において、賃貸物件の流動性の向

上に加えて物件に対する貸主のリスク・マネジメントに変化が生じております。このような環境の中で、当社で

はオフィスやテナント等を対象とした事業用賃料保証に対応した商品開発を行うとともに既存・新規出店エリア

でのネットワーク活用による新規顧客の開拓等、事業用賃料保証サービスの拡大に成功いたしました。また、住

居用賃料保証と事業用賃料保証のクロスセルによる営業シナジー効果や保証料単価の上昇も売上拡大の要因とな

りました。

経費面では、独自データベースを活用した与信審査の強化、入居者の状況を適切に把握しそれぞれの状況に応

じた債権管理業務を引き続き実施した結果、貸倒コストのコントロール、債権管理業務コスト削減が継続してお

ります。

医療費保証業務においては、既存の保証料病院負担型に加え、新商品の販売等、引き続き販路拡大と営業強化

に取り組んでおります。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の保証関連事業の売上高は4,328,972千円（前年同期比24.8％増）、

営業利益は890,255千円（前年同期比161.4％増）となりました。

　（不動産関連事業）

不動産仲介・管理業務及び不動産賃貸業務においては、外国籍の方々に対する業務を中心に展開しており、利

益率の向上に努めております。新型コロナウイルス感染症による入国制限が影響し、賃貸仲介が減少した一方で、

売買仲介が順調に推移いたしました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の不動産関連事業の売上高は44,552千円（前年同期比38.3％増）、

営業損失は6,895千円（前年同期は営業損失12,534千円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債、純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末比36,425千円増加し8,190,581千円とな

りました。これは主に、収納代行立替金の増加206,186千円、有形固定資産の増加185,918千円、現金及び預金の増

加67,853千円、未収保証料の減少272,855千円、代位弁済立替金の減少156,063千円によるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末比505,559千円減少し6,443,118千円となりました。これは主に、短期借

入金の減少400,000千円、未払法人税等の減少113,197千円によるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末比541,985千円増加し1,747,462千円となりました。これは主に利益剰

余金の増加538,379千円によるものであります。

これらにより、自己資本比率は前連結会計年度末比6.6ポイント増加し21.3％となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比67,853千円増加し1,171,171千円

となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による収入は、616,698千円（前年同期は217,987千円の収入）となりました。主な増加要因は、税金等

調整前四半期純利益の増加868,090千円、売上債権の減少267,310千円等によるものであります。主な減少要因は、

収納代行立替金の増加206,186千円、法人税等の支払額359,153千円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による支出は、154,484千円（前年同期は26,282千円の支出）となりました。主な要因は、建物等の有形

固定資産の取得による支出175,964千円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による支出は、394,359千円（前年同期は50,271千円の支出）となりました。主な要因は、短期借入金の

純減額400,000千円等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の業績予想につきましては、2021年９月15日公表の「業績予想及び配当予想の修正に関するお知ら

せ」にて、2022年３月期通期連結業績予想を修正しております。

なお、業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,103,317 1,171,171

未収保証料 919,340 646,484

未収手数料 42,302 47,807

代位弁済立替金 4,991,217 4,835,154

収納代行立替金 1,069,894 1,276,080

貯蔵品 11,999 9,974

その他 304,745 305,460

貸倒引当金 △2,341,200 △2,227,500

流動資産合計 6,101,616 6,064,633

固定資産

有形固定資産 252,216 438,134

無形固定資産

その他 329,894 290,995

無形固定資産合計 329,894 290,995

投資その他の資産

繰延税金資産 1,247,238 1,209,560

その他 447,204 499,154

貸倒引当金 △224,015 △311,896

投資その他の資産合計 1,470,427 1,396,818

固定資産合計 2,052,538 2,125,947

資産合計 8,154,155 8,190,581
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 2,750,000 2,350,000

1年内返済予定の長期借入金 60,048 66,720

リース債務 41,621 43,009

収納代行未払金 800,643 840,601

未払金 465,546 373,574

未払法人税等 379,335 266,138

前受金 1,925,944 1,973,150

賞与引当金 99,400 109,536

その他 215,729 155,192

流動負債合計 6,738,269 6,177,923

固定負債

長期借入金 59,808 121,444

リース債務 102,104 85,555

役員退職慰労引当金 5,015 3,612

資産除去債務 42,598 53,014

その他 882 1,567

固定負債合計 210,408 265,194

負債合計 6,948,677 6,443,118

純資産の部

株主資本

資本金 714,558 716,372

資本剰余金 289,558 291,372

利益剰余金 201,447 739,826

自己株式 △49 △89

株主資本合計 1,205,514 1,747,482

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △37 △20

その他の包括利益累計額合計 △37 △20

純資産合計 1,205,477 1,747,462

負債純資産合計 8,154,155 8,190,581

　



ジェイリース株式会社(7187) 2022年３月期 第２四半期決算短信

6

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 3,498,789 4,369,552

売上原価 735,135 980,298

売上総利益 2,763,654 3,389,253

販売費及び一般管理費 2,435,665 2,505,893

営業利益 327,988 883,360

営業外収益

受取利息 408 8

受取配当金 10 10

補助金収入 2,000 －

償却債権取立益 195 189

その他 251 408

営業外収益合計 2,865 616

営業外費用

支払利息 16,676 14,111

債権譲渡損 6,011 －

その他 1,482 1,583

営業外費用合計 24,171 15,695

経常利益 306,682 868,281

特別利益

課徴金返還額 573 －

固定資産売却益 － 18

特別利益合計 573 18

特別損失

減損損失 2,171 －

固定資産除却損 133 210

特別損失合計 2,305 210

税金等調整前四半期純利益 304,950 868,090

法人税、住民税及び事業税 130,822 247,837

法人税等調整額 △18,350 37,677

法人税等合計 112,472 285,515

四半期純利益 192,478 582,574

親会社株主に帰属する四半期純利益 192,478 582,574
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 192,478 582,574

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △14 17

その他の包括利益合計 △14 17

四半期包括利益 192,464 582,591

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 192,464 582,591
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 304,950 868,090

減価償却費 81,814 84,098

減損損失 2,171 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 272,384 △25,818

受取利息及び受取配当金 △418 △18

支払利息 16,676 14,111

課徴金返還額 △573 －

売上債権の増減額（△は増加） 254,853 267,310

固定資産除却損 133 210

固定資産売却損益（△は益） － △18

代位弁済立替金の増減額（△は増加） 63,041 68,221

収納代行立替金の増減額（△は増加） △364,381 △206,186

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,620 2,024

前受金の増減額（△は減少） △65,408 47,206

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,554 10,136

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 975 △1,403

収納代行未払金の増減額（△は減少） △85,123 39,958

株式交付費 691 990

その他 △59,799 △178,976

小計 421,923 989,936

利息及び配当金の受取額 418 18

利息の支払額 △16,556 △14,103

法人税等の支払額 △143,591 △359,153

課徴金の支払額 △44,206 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 217,987 616,698

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △15,254 △175,964

有形固定資産の売却による収入 － 18

無形固定資産の取得による支出 △17,179 △21,549

その他 6,151 43,009

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,282 △154,484

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 100,000

短期借入金の純増減額（△は減少） － △400,000

長期借入金の返済による支出 △30,024 △31,692

株式の発行による収入 － 2,638

株式の発行による支出 △87 －

自己株式の取得による支出 － △39

配当金の支払額 － △44,195

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △20,160 △21,071

財務活動によるキャッシュ・フロー △50,271 △394,359

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 141,433 67,853

現金及び現金同等物の期首残高 979,058 1,103,317

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,120,492 1,171,171
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び「収益認識に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2020年３月31日）を、企業会計基準第10号「金融商品に関する会計基

準」の範囲に含まれる金融商品に係る取引を除き、第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサ

ービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識する

こととしております。ただし、当会計基準の適用対象である取引は、一時点で収益を認識するものであるため、従

前の収益認識の方法から変更はなく、当会計基準の適用による当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に

与える影響はありません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。
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（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２保証関連事業 不動産関連事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,469,827 28,961 3,498,789 － 3,498,789

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 3,249 3,249 △3,249 －

計 3,469,827 32,211 3,502,039 △3,249 3,498,789

セグメント利益又は損
失(△)

340,523 △12,534 327,988 － 327,988

(注) １．売上高の調整額△3,249千円については、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２保証関連事業 不動産関連事業 計

売上高

外部顧客との契約か
ら生じる収益

594,622 40,579 635,201 － 635,201

その他の収益 3,734,350 － 3,734,350 － 3,734,350

外部顧客への売上高 4,328,972 40,579 4,369,552 － 4,369,552

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 3,972 3,972 △3,972 －

計 4,328,972 44,552 4,373,524 △3,972 4,369,552

セグメント利益又は損
失(△)

890,255 △6,895 883,360 － 883,360

(注) １．売上高の調整額△3,972千円については、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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（重要な後発事象）

　 該当事項はありません。

　


